 東京「君が代」裁判（第１次訴訟）・第４回口頭弁論傍聴者の声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２００８・３・３】
初の卒業生証言
生徒が議論することもゆるされず、達成感もなく、ただ疲労感のみ残った！
原告側証人　元久留米高校校長渡部謙一さんと、都立高校卒業生Ｆさんの尋問でした。
＊「自らの言葉で、自らの意見を述べる人の語る言葉にはほっとする。今まで人事委員会審理などで証言を聞いても空しいことばっかりだったので。しかし、はっきり名を出して語っていく人々をどれだけこちら側から出していかれるか、次に期待します。
　心を売り渡していない人々からは元気をもらえるので、こちらもこれからやっていく時の元気をもらえます。しっかり見届けていきたいと思います。人事委員会審理でも渡部さんの発言を聞き、今日もまた感動しました。」（都立高校元保護者　保護者ねっとワーク）

＊「渡部元校長の苦悩がひしひしと伝わる証言でした。川村弁護士の尋問が明確な良い流れで、応じる渡部さんの誠実な都教委の教育支配批判がストレートに出て良かった。被告側代理人も裁判官も少しは目が覚めたでしょう。尤も左陪席は何と眠っていた！こんな人に、判決を出されてはかないません。被告側弁護士は毎度ぬらぬらと無礼に傲慢にしつこいばかりで、今のゲシュポタ的都教委の弁護人にぴったりの不気味な、不潔な精神の人だ。
　Ｔ高校卒業生Ｆさんの証言では、２００３～２００４年のＴ高校の通達以前の先生と生徒の間の信頼関係が証言で明らかになった。『生徒が君が代斉唱で立たないと先生が処分される』恐れがあるので、生徒は立たざるをえなかったという生徒の認識が法廷で直接明らかにされたのがよかったと思います。
　日の丸・君が代強制により、生徒までがビクビクし学校への信頼がくずれ、徒労感ばかり残ったという証言に、今の教育現場の殺伐・不毛が、はっきりしたと思います。都教委側代理人は、『卒業式は厳粛であるべきだから、日の丸・君が代はあたり前』という結論を当然としているらしい。それに対する若い証人の『厳粛であるべきという前に、自分らが望むかどうかが、まず大切』という、見事な考え方に感動した。“何のために厳粛さか”をきちんと考えられる証人と、そんな事は考えたこともない機械的権威人間弁護士との大きな差が見えました。若い卒業生の証言から、この人たちがいる限り、まだこの国には希望がある、と心強く感じられ、今日は傍聴できて良かった。」（Ｙ・Ｏ　杉並市民）

＊「都教委の代理人弁護士のやる気のなさに腹が立ちました。元生徒のＦさんの都教委側反対尋問に対する答弁が立派なのに驚きました。」（Ｙ・Ｗ）

＜ヒゲメモ＞
本日の参加者は弁護士含めて１６０名でした。いつもながら傍聴に多くの皆さんが駆けつけて頂き心から感謝します。同時に「被処分者の会」事務局を代表しまして、この場をお借りしてお詫びをさせていただきます。傍聴入れ替えを考えていました休憩時間が当初の予定より大幅に早まり、その後に参加していただいた方との入れ替え傍聴がうまくいかなかったこと。さらには報告集会の場所が５時からの使用となり待機のために、傍聴できずにそちらにいかれた人が、入れずにお帰りなされた人もいたかと思います。大変ご迷惑をおかけし申し訳ございません。

渡部元校長の証言は、教師・管理職の３８年間の実践から、「教育に強制はなじまない」こと次々に明らかにした。「自由な議論なくして活力は生まれない。指導・被指導も人間としての信頼なくして指導は入らない。尊敬なくして納得はない。」その思いは、都教委の２００３年「１０・２３通達」により、全てが破壊された。校長の責任と権限で「職務命令を発出せよ」と言いつつ、一切の校長の裁量権を奪い取ってのこと細かい「指示・助言・命令」に動かされるようになった。校長としての多くの校長の声を集約して「校務連絡」で紹介。①学校はコンビネントストアになり、校長は店長にすぎない。なんでも物はそろってはいるが、独自の権限はなく、文句を言われても何もできない。②学校は、行政の下請け機関である。行政から言われたらあきらめておくれ。最近の校長から「学校運営がうまくいっている。生徒が生き生きした。」との声は聞こえない。教師は何も言わなくなった。教師と管理職との信頼関係も失われた。ほとんどの校長・副校長も「ためいきとぐち」「またか！これをやらされる」…教育の条理をこえた異常な教育破壊の実態を次々に明らかにされた。その後の都教委代理人弁護士の尋問のひどさ（次のＦさんへの尋問も実に情けないほどのおそまつさ）がまた、逆に効果があったと思います。

　都立高校卒業生Ｆさんの証言。Ｔ高校の校風の伝統は、生徒の自主性尊重と民主的な議論を大切につくりあげ、教師もアドバイスはするがこうしなさいということはなかった。何か一方的に強制されることもなく、議論をする中で、様々な価値観を認め合ってきた。
２００６年３月の卒業式実行委員長になり、委員会が議論をする前に校長から呼ばれ「厳粛な式」を言われ、前年度はなかった、顧問からも送辞の文言内容もチェックされ、校長・顧問から「議論しても無駄だと」言われ、生徒のことを信頼していないのだと、今まで好きだった顧問も嫌いになった。教師も被害者だと感じた。卒業式はやり終えた後には達成感もなく、ただ徒労感のみ残った。

今日の私たち原告弁護団からの尋問には、小貫・並木のお二人の陽介弁護士が初登場。お二人とも昨年９月弁護士なりたてのピカピカですが、堂々とデビュウを果たしました。報告集会でも「失敗したら申し訳ない。」の思いと「強制から何も生まれない、不信感のみ」の怒りを尋問に織り込んでくださった。８５歳になる相磯まつ江弁護士は「戦争で多くの友達・同級生がたくさん死にました。この裁判は『弔い』と思っています。何としても勝ちましょう。『吉』と出ることを確信して。」と力強いことば。白井弁護士は「教職員は胸を張れ！　都教委は恥を知れ！　裁判官は耳をかたむけよ、教育現場の声に！」
次回は４月１５日（火）第５回口頭弁論　被告側証人尋問：藤森元都教委職員課長・
須藤勝元深沢高校校長（現三田高校校長）１２時４０分集合　１３時１０分開廷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星野）

